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 第５章では、アリの男性高齢者 1 名の計 74 日間に渡る日常生活を直接観察した資料
をもとに、他者とのあいだで結ばれる相互行為の種類と頻度を記録して分析をおこなっ
た。その結果、近親者の関与と、農作業などの生業や家事に関連した活動への関与がも
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これまで研究蓄積のあったエチオピア南西部の農耕社会において、75 世帯 292 人が暮ら
すコミュニティを対象とした民族誌的調査を実施したうえで、活動量の計測や基本的日

























平成 28 年 1 月 26 日、論文内容とそれに関連した事項について試問した結果、合格と認
めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断し、公表に際
しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
